
平成 13 年 2 月 22 日 

「平成１２年出荷実績」の発表の件  

 社団法人 日本事務機械工業会（会長 御手洗 冨士夫 キヤノン株式会社 代表取締役社長）では、

調査統計委員会（委員長 前野 重喜 カシオ計算機株式会社 専務取締役）を設置して、事務機械の各

種統計調査を行っていますが、このたび自主統計品目の平成１２年出荷実績がまとまりましたので発表

します。  

 

１．平成１２年出荷実績（自主統計１０品目） 

国内 ： ５，６５４億円（前年比： 106.0%）

輸出 ： ９，４８５億円（前年比： 102.3%）

総出荷 ： １兆５，１３９億円（前年比： 103.7%）
 

 

２．コメント 

１）総出荷 

 工業会の自主統計１０品目の平成１２年総出荷金額は前年同期比 103.7%と前年を上回った。国内・輸

出別で見ると、国内が同 106.0%、輸出が同 102.3%と、ともにプラスとなった。 

品目別では、データプロジェクタが同 129.3%と高い伸びを示し 2,000 億円を突破した。複写機はアナログ

機のマイナスをデジタル機、カラー機でカバーし全体として微増、電卓＆パーソナル情報機器は、携帯情

報機器が第３四半期以降、好調に推移したことでプラス、その他にもマイクロフィルムシステム、タイムレ

コーダ、電子黒板、シュレッダがプラスとなった。一方で、ページプリンタが台数ではプラスになったものの

金額ではマイナス、デジタル印刷機、デジタルイメージングシステムもマイナスとなった。 

 

２）国 内 

 国内金額は前年同期比 106.0%と堅実な成長を見せた。 

 品目別に見ると、複写機ではデジタル機、カラー機の大幅なプラス、電卓＆パーソナル情報機器では、

電子手帳が大きくマイナスとなったものの、携帯情報機器の好調により全体としてプラス、データプロジェ

クタは国内規模がまだ小さいものの 1.4 倍と急増、その他にもマイクロフィルムシステム、電子黒板、シュ

レッダが堅調な伸びを見せた。その一方で、ページプリンタ、タイムレコーダは微減、デジタル印刷機及び

デジタルイメージングシステムは 10%を上回る減少となった。 

 

３）輸 出 



 輸出金額は前年同期比 102.3%と増加したが、前年に比べ伸びが鈍化した。 

 品目別に見ると、複写機ではデジタル機、カラー機がプラスになったものの、アナログ機の減少をカバー

しきれずに、全体としてマイナスとなった。また、ページプリンタ、電卓＆パーソナル情報機器についても、

微減となった。一方で、データプロジェクタが大幅に増加し、タイムレコーダ、電子黒板もプラスとなった。 

なお自主統計品目の出荷金額及び台数は別紙の通りである。 

以上    

 

本件に関するお問い合わせ先： 

社団法人 日本事務機械工業会 調査統計委員会 事務局

担当  塩川 恒利 

（ＴEL: 03-3503-9821 FAX: 03-3591-3646） 

 

  



自主統計品目 出荷実績  

〔単位：本（ソフト）、台、百万円、％〕

 

 


